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1 建設コンサルタント分野のドローン活用

○現場の人員を危険にさらすことなく、点検やデータ収集

などを行うことができる。

○プロジェクトの変動が激しい現場においても、ドローンを

使って頻繁に現場の進捗状況やデータを収集することで、

適切な資材調達や人員配置が可能となる。

○コスト規模が大きい建設業界では、数パーセントの削減

であっても、その恩恵は十分に大きい。©株式会社フルテック

①一般的なドローン活用のメリット

②建設分野における活用例

○施工管理

高層ビルを始め、ダムやトンネル、

橋梁など、大規模工事の進捗状況を

容易に確認できる。

○効果

・進捗状況の効率的な把握

・人員や機材・重機をトラッキング©株式会社フルテック
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②建設分野における活用例

○測量

建設現場を上空からドローンで

撮影した写真を解析し、地形の

形状を測定できる。

○効果

・人力での測量より短時間でできる

・山間部や森林の測量も容易©株式会社フルテック

②建設分野における活用例

○点検・メンテナンス

ビルの老朽化やインフラ設備を

容易に点検することが可能。

○効果

・従来は人間が行っていた目視の

点検作業をドローンで点検

・人員・時間・安全性など

様々なメリットとコスト削減を実現©株式会社フルテック

③防災分野における具体的な活用事例

○ドローンによる災害状況把握

・近年の全天候型ドローン開発により、

雨天・強風時の飛行も可能となった

○ドローンによる救援物資の運搬

・山間地や孤立集落等、自動車や

ヘリコプターでの運搬が困難な

地域への物資運搬が容易となる©株式会社フルテック

③防災分野における具体的な活用事例

○効果

・天候に左右されずに飛行できるため、

より迅速な状況把握が可能

・現場の撮影データを伝送することで、

災害対策室等での即時把握が可能

○災害時における実際の飛行事例

・静岡県熱海市 土石流災害

・栃木県足利市 山林火災 など©株式会社フルテック

熱海市土石流災害 飛行状況
※東京消防庁様ホームページより
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④ＵＡＶを活用した弊社の取り組み

○全天候型ドローンを活用した事業展開

・大雪時の渋滞状況の把握

・大雨時の河川増水状況の把握

・投下用ＵＡＶの開発

・画像伝送、遠隔操作等、システム開発

©株式会社フルテック

④ＵＡＶを活用した弊社の取り組み

©株式会社フルテック

④ＵＡＶを活用した弊社の取り組み

○インフラ点検への活用

実績：

新湊大橋の点検

利賀ダムの点検

○採用活動への活用

実績：

インターンシップでの操縦体験
©株式会社フルテック

2 ドローンによるインフラ点検

©株式会社フルテック

①ドローンによるインフラ点検は認められているのか R3.8国土交通省道路関係予算概算要求
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国土交通省

① 性能カタログの活用について

©株式会社フルテック
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② R4新技術導入促進Ⅱ型テーマ

©株式会社フルテック
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（ドローン及び画像解析を使用した点検技術支援システムの一例）

③ フルテックの新技術（ドローン+画像解析+AI診断+遠隔臨場技術の融合）

©株式会社フルテック

©株式会社フルテック 遠隔臨場をドローンにも応用

「リアルタイムでのリスク指摘」「複数の人で」

現場でのドローン撮影

・(株)フルテックが開発したドローン映像転送システムを用いれば、現場で撮影した映像を事務所でリ
アルタイムで情報共有でき、事務所から現場への音声指示もできます。また、オプションで事務所から
カメラを操作することも可能です。
・ドローンは、予めプログラム化されたルートに従って飛行することが可能です。また、ドローン操縦
士の目視による飛行も可能です。

事務所での情報共有

*） 電波法により、ドローン映像を直接送信することは許可されていません。

映像音声送受信機とオプションのカメラ操作パソコン映像音声送受信機 *）

ドローン（DJI
製）

ドローン操縦者

高品質TV会
議システム
(Loop 
Gate)

映像に対して、現場と事務所
で会話ができます。
複数の事務所で対応できます。
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「是正処置の確認」 「水平展開」

是正処置の確認 水平展開・教育
録画された映像を用いての情報共有および教
育

ドローンによる映像は、録画することができますので、指摘事項に対する是正前後の確認、
また、周知のための水平展開や教育が容易になります。

１）人による現場巡回で確認
２）ドローン巡回で確認

２つの方法で確認できます。

ドローン映像転送システムは、橋梁点検用に開発したものであり、現在、国土交通省の点検支援技術性能カタログに申請
中。

ドローン技術の活用で、「安全性」と「生産性」の向上にお役に立てられることを期待し
ています。

©株式会社フルテック

④ 一般的に点検によく使用されるドローンの紹介

FULLTEC ORIGINAL DRONE

©株式会社フルテック

FULLTEC

FULLTEC

©株式会社フルテック
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３ 法的規制

① 国交省HP
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② 改正航空法
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ご清聴ありがとうございました
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